








































1． 目的   
本論文は、アメリカ合衆国で理論的・実践的研究が進展したサービス・ラーニング（Service－ Learning、
以下 SL）に焦点を当て、その理論と方法をもとに日本語教育現場に SL を導入し、その実践成果から、
日本語教育における SLの有効性を明らかにすることを目的としている。 
 
2． 対象と方法   
本論文は、国内の日本語学校を研究のフィールドとしている。まず、日本語学校の教育事情および歴史
的背景の概観から、その使命と SLの関係性（第 1章）を述べ、国内外の SL先行事例と比較した本研究
の特質を考察し、本研究の位置づけを行う（第 2 章）。次に、SL の理論と方法では、唐木（2008）の必
要条件をもとに、都内日本語学校において SLを構築し、2013年度から 2015年度にかけて 3つの SLプ
ログラムを開発（第 3 章）、その実践と成果（第 4 章）をまとめる。また、3 年度にわたる SL の導入お
よび実践による「日本語学校」と「地域」に見られた効果（第 5 章）を記述し、特に、日本語学校と区
役所の協働的な学びの過程を活動理論からアプローチする（第 6章）。これら一連の研究成果から、日本






























第 1章 序論 
 本章では、主に研究背景と目的について述べ、本論文の構成を示した。 
 














表 1 本研究で開発した SLプログラムの概要 
SLプログラム名 協力機関 主な内容 
大江戸清掃隊活動プログラム 台東区役所 地域の美化活動への参画 
ヒヤリハットマップ作成プログラム 蔵前警察署 地域の交通安全への参画 
歌のボランティア活動プログラム 社会福祉協議会 地域の高齢者福祉への参画 
 




























第 6章 サービス・ラーニングが導く協働的な学び 













第 7章 結論 
 本章では、ここまでの研究成果から、日本語教育における SLの有効性を考察した。その結果、①留学
生の学びを拡大する学習プログラム、②留学生の学ぶ「学校」と「地域」の関係構築、これら 2点の有
効性を指摘した。また、本研究の成果と今後の課題に加えて、日本語教育における SLの今後の展望をま
とめた。本論文の最後では、SLの有効性を日本語教育の中で捉え直し、「社会を構築する新たな日本語
教育」の可能性を主張した。SLによって学生が世界で生きる力を獲得し、それが地域を作り、社会を作
っていく原動力になる。社会を構築する日本語教育に向けて、SLは有効な教育手法であると結論づけた。 
 
 
